特定非営利活動法人リネーブル・若者セーフティネット
平成２９年度事業計画書

１　事業実施の方針
特定非営利活動法人リネーブル・若者セーフティネットは、様々な困難を抱える若者やその保護者に対し、教育や相談に関する事業を行い、不登校やひきこもりに係る問題の改善や解決を図り、よりよい家族関係の構築、若者の自立の促進と社会全体の教育の振興に寄与することを目的として、下記の事業を計画する。
具体的には、本法人の定款第５条第１項の事業として、様々な困難を抱える若者への自立に向けた準備プログラム事業、様々な困難を抱える若者を支援する支援者のための勉強会、ネットワーク事業、様々な困難を抱える若者の相談事業、様々な困難を抱える若者への中間的就労支援事業を実施する。
２　事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に係る事業

①様々な困難を抱える若者への自立に向けた準備プログラム事業
（ア）　事業内容

週３日利用できるフリースクールやサークル活動を運営する。若者一人ひとりの状況に寄り添い、学習・スポーツその他の活動を通して、自立を支援する活動を行う。
（イ）  実施予定日時

平成２９年４月から平成３０年３月まで

（主に毎週３回　１０：００～１６：００）

（ウ）　実施予定場所

　　 当法人事務所等
　　　　（エ）　従事者の予定人数

　　　　　　　　スタッフ１０名（うち正会員２名）
　　　　（オ）　受益対象者の範囲及び予定人数

　　　　　　　　安城市とその周辺地域の若者　　１回あたり５人　６０名／月　延べ７２０名
　　　　（カ）　収益見込み額

720,000円

（内訳）

　　　　　　　　利用費　720,000円（居場所参加１日1,000円×5名／回　60,000円／月)　
（キ）　費用見込み額

540,000円

（内訳）

ボランティア諸謝金 180,000円(円／月)
旅費交通費120,000円(円／月)、
事務用消耗品費60,000円(円／月)
通信運搬費　 120,000円(円／月)　
消耗費　60,000円(,000円／月)
　
②様々な困難を抱える若者を支援する支援者のための勉強会、ネットワーク事業
（ア）　事業内容

不登校・ひきこもりに寄り添うことのできる支援者のための勉強会を実施する。ＮＰＯなどの支援団体等から専門家をお呼びし、支援者のレベル向上をはかり、ネットワークを築けるようにする。
（イ）　実施予定日時
平成２９年４月から平成３０年３月まで
（ウ）　実施予定場所

　　 当法人事務所等
（エ）　従事者の予定人数
　　　　　　　　正会員２名（講師およびスタッフ２名）
　　　　（オ）　受益対象者の範囲及び予定人数
　　　　　　　　安城市とその周辺地域の支援者・一般市民　２０名
　　　　（カ）　収益見込み額
90,000円
（キ）　費用見込み額

90,000円

（内訳）


   諸謝金　5,000円

印刷製本費　25,000円
旅費交通費　60,000円
③様々な困難を抱える若者の相談事業
（ア）　事業内容

①②④の事業参加者等を対象に随時相談に対応

（イ）　実施予定日時等
平成２９年４月から平成３０年３月まで（随時）
（ウ）　実施予定場所

　　 当法人事務所等
　　　　（エ）　従事者の予定人数
　　　　　　　　正会員1名
　　　　（オ）　受益対象者の範囲及び予定人数
　　　　　　　　安城市とその周辺地域の若者とその家族　１０名／月　延べ１２０名
　　　　（カ）　収益見込み額
0円

（キ）　費用見込み額

0円

①②④の費用に含まれる
④様々な困難を抱える若者への中間的就労支援事業
（ア）　事業内容

様々な背景や経過から就労の一歩手前で立ち止まる若者に対し、「働く経験の場」「実習の場」を作り、働くための力が身につくよう支援する活動を行う。
（イ）　実施予定日時
平成２９年４月から平成３０年３月まで（随時）
（ウ）　実施予定場所

　 　 当法人事務所等
　　　　 （エ）　従事者の予定人数
　　　　　 　　　スタッフ１０名（うち正会員２名）
　　　 　（オ）　受益対象者の範囲及び予定人数
　　　　　　　　 安城市とその周辺地域の若者　　　３名／月　延べ３６名
　　　 　（カ）　収益見込み額
870,000円
（内訳）
企業等からの委託料　870,000円
（キ）　費用見込み額

364,500円

（内訳）
事業に参加した若者諸謝金　350,500円
事務消耗品費　14,000円
